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三
八

不

断

念

仏

に

つ
い
て

-
諸
往
生
伝
を
中
心
と
し
て
-

奈

良

弘

元

一

慶
滋
保
胤
に
よ
る

『
日
本
往
生
極
楽
記
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
平
安

時
代
に
成
立
し
た
諸
種
の
往
生
伝
を
通
覧
し
て
み
る
と
、
「
不
断
念
仏
」

に
つ
い
て
の
記
事
が
散
見
さ
れ
る
。

不
断
念
仏
と
は
、
『三
宝
絵
詞
』
に
い
う
と
こ
ろ
の

「
比
叡

の
山

の

不
断
念
仏
」
で
あ
り
、
略
し
て

「
山
の
念
仏
」
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
『三
宝
絵
詞
』
に
み
え
る
不
断
念
仏

と
、
諸
種

の

往
生
伝

に
散
見
さ
れ
る
そ
れ
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
同
じ
く

「
不
断

念
仏
」
と
記
さ
れ
て
あ
つ
て
も
、
そ
の
内
容
は
必
ら
ず
し
も
同

一
で
な

い
。こ
こ
で
は
、
平
安
時
代
に
お
け
る
弥
陀
信
仰

の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る

一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
諸
往
生
伝
に
散
見
さ
れ
る
不
断
念
仏
の

特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

二

『
日
本
往
生
極
楽
記
』
の
延
昌
の
項
に
は

「
平
生
常
日
、
先
二命
終
之

期
納
欲
レ
修
二三
七
日
不
断
念
仏
嚇
其
結
願
之
日
、
我

入
滅
之
時
也
、

…
…
天
徳
二
年
十
二
月
廿
四
日
命
二門
弟
子
一
、三
七
日
聞
令
レ
修
二
不
断

(
1
)

念
仏

明
年
正
月
十
五
日
入
滅
」
と
あ

つ
て
、
延
昌
が
平
生
常
に
い
つ

て
い
た
ご
と
く
、

そ
の
臨
終
に
際
し
て
、
弟
子
達
に
命
じ
て
三
七

(二

+
一
)
日
間
不
断
念
仏
を
行
わ
せ
た
と
し
て
い
る
。

こ
れ
を

『
三
宝
絵
詞
』
の
そ
れ
と
比
較
し
て
み
る

と
、
「仲

秋

の
風

す
す
し
き
時
、
申
旬
の
月
明
な
る
ほ
ど
、
十

一
日
の
暁
よ
り
十
七
日
の

(
2
)

夜
に
い
た
る
ま
で
、
不
断
に
令
行
也
」
と
あ

つ
て
、
仲
秋
の
名
月
を
は

さ
ん
で
、
八
月
の
十

一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
七
日
聞
行
わ
れ
る

『
三

宝
絵
詞
』
の
不
断
念
仏
と
、
延
昌
が
修
せ
し
め
た
命
終
の
期
に
先
立
つ

て
の
不
断
念
仏
と
は
、
そ
の
修
す
る
時
期

に
相

違
が

み
ら
れ
、
ま
た

『
三
宝
絵
詞
』
に
は

「我
山
に
は
三
所
に
分
て
、

一
七
日
行
也
。
合
三

七
日
也
」
と
但
書
が
あ
る
と
は
い
え
、
そ
の
修

す
る
期
間
に
お
い
て
も

相
違
が
み
ら
れ
る
。

さ
ら
に

『
三
宝
絵
詞
』
に
は

「
身
は
常
に
仏

を
廻
る
、
…
…
口

に
は
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常
に
経
を
唱
ふ
、
…
…
心
は
常
に
仏
を
念
ず
」
と
あ
り
、
し
か
も
、
こ

の
不
断
念
仏
は

「
四
種
三
昧
の
中
に
は
、
常
行
三
昧
と
な
つ
く
」
そ
の

常
行
三
昧

の
念
仏
と
同
じ
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
『摩

詞
止
観

』
に
は

「
九
十
日
身
常
行
無
二休
息

九
十
日
口
常
唱
二阿
弥
陀

(
3
)

仏
名

一無

二休
息

九
十
日
心
常
念
二阿
弥
陀
仏
一無
二休
息
こ
と
あ
つ
て
、

九
十
日
間

の
行
が
明
示
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
口
に
は
阿
弥
陀
仏
の
名

号
を
唱
え
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
て
、
両
者
の
間
に
少
し
く
相
違
が
み

ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
延
昌
が
臨
終
に
際
し
て
弟
子
に
修
せ
し
め
た
不
断

念
仏
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
で
あ

つ
た
か
は
、
『
日
本
往
生
極

楽
記
』

の
記
事
か
ら
は
不
明
で
あ
る
。

三

さ
ら

に

『
後
拾
遺
往
生
伝
』
巻
中
に
は
、

円
宗
寺
小
綱

・
某
が

「
已

及
二暮
年

数
日
臥
レ病
、
偏
拗
二
他
営
蝋
専
願
二往
生
納
為

ハ
根
繊
悔
軸

(
4
)

限
二
七
箇

日

行
二法
華
繊
法

修
二不
断
念
仏
こ

と
あ
つ
て
、
こ
こ
で

は
、
暮
年
に
及
ん
で
数
日
病
の
床
に
臥
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
必
ら
ず

し
も
臨
終
に
際
し
て
で
は
な
く
、
ま
た
、
そ
の
期
間
も
七
日
と
な
つ
て

い
る
。
ま
た
、
備
中
国
新
山
別
所
の
定
秀
上
人
は

「嘱
二衆
僧
納

一
日
夜
修
二

(
5
)

不
断
念

仏
こ

し
て
翌
日
入
滅
し
て
い
る
が
、

こ
こ
で
の
臨
終

に
際

し

て
の
不
断
念
仏
は

一
日
夜
の
み
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
に
は

「
尼
某
甲
、
大
僧
都
寛
忠
同

産
姉
也
、

一
生
寡
婦
、
終
以
入
道
、
…
…
唯
念
二弥
陀

語
二僧
都
一日
、

明
後
日
可
レ
詣
二
極
楽

画
此
聞
欲
レ修
二
不
断
念
仏

僧
都
令
三
衆
僧
三
箇

(
6
)

日
夜
修
二念
仏
三
昧

こ

と
あ
つ
て
、
こ
こ
で
は
、
寛
忠
の
姉

・
尼
某
甲

の
臨
終
に
際
し
て
、
三
箇
日
夜
、
念
仏
三
昧

が
修

さ
れ
た
と
し
て
い

る
。
し
か
も
、

こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
尼
某
甲
が
極
楽

往
生
を
願

つ
て
不
断
念
仏
を
修
せ
ん
と
し
た
の
で
、
寛
忠
が
衆
僧
を
請

じ
て

「
念
仏
三
昧
」
を
修
せ
し
め
た
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で

い
う

「念
仏
三
昧
」
は
、
記
事
の
内
容
か
ら
み
て
、
不
断
念
仏
の
別
称

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
、
こ
の
念
仏
三
昧
が
、
臨
終
に

際
し
て
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
前
に
み
た
延
昌
や
定
秀
の
場
合

に
符
合
す
る
し
、
し
か
も
そ
れ
が
弟
子
や
衆
僧

に
よ

つ
て
修
さ
れ
た
と

す
る
点
で
も
前
二
者
の
例
に
共
通
す
る
。
ま
た
、
極
楽
往
生
を
願
つ
て

行
わ
れ
た
と
す
る
点
で
は
、
円
宗
寺
小
綱
某
の
事
例
に
よ

つ
て
証
さ
れ

る
。
し
た
が
つ
て
、

こ
こ
で
い
う

「念
仏
三
昧
」
は
、
不
断
念
仏
の
別

称
と
み
て
間
違

い
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
同
じ
く

『
日
本
往
生
極
楽
記
』
に

「
延

暦
寺
僧
明
請
、

…
…
暮
年
有
二小
病

召
二弟
子
僧
静
真

相
語
日
、
地

獄
之
火
遠
現
二病
眼

念
仏
之
外
誰
敢
救
者
、

須
二自
他
共
念
仏
三
昧
画

(
7
)

即
請
二僧
侶
一枕
前
令
レ
唱
二
仏
号
こ

と
あ
る
と

こ
ろ
の
念
仏

三
昧
も
、

こ
れ
ま
た
不
断
念
仏
と
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

前
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
定
秀
は
、
そ
の
臨
終

に
際
し
て
、
衆
僧
を
請

じ
て

一
日
夜
の
不
断
念
仏
を
行
つ
て
翌
日
入
滅

す
る
の
で
あ
る
が
、
そ

不

断
念
仏

に

つ
い
て

(
奈

良
)

三
九
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良
)
 

四
〇

(
8
)

の
不
断
念
仏
の
問
に
、
自
ら
も

「
或
起
而
礼
拝
、
或
臥
而
合
掌
」
し
て

極
楽
往
生
を
期
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
『拾
遺
往
生
伝
』
巻

上

に
み

え
る
、
多
武
峰
安
養
房
の
住
僧
経
逞
の
場
合

は

「
勧
二誘
衆
僧

相
共

称
二
読
弥
陀
経

一
巻

宝
号
数
百
遍
唱
礼
之
後
、
手
結
二定
印
噛
右
脇
西

(
9
)

面
、
如
レ眠
遷
化
」
と
あ
る
よ
う
に
、
衆
僧
と
共
に
阿
弥
陀
経
を
読
み
、

阿
弥
陀
仏
を
礼
拝
し
な
が
ら
名
号
を
唱
え
る
こ
と
数
百
遍

に
及
ん

で

後
、
眠
る
よ
う
に
入
滅
し
た
。

こ
の
場
合
、

不
断
念
仏
を
修
し
た
と
も

念
仏
三
昧
を
修
し
た
と
も
明
記
し
て
い
な
い
が
、
臨
終
行
儀
と
し
て
衆

僧
を
請

じ
て
宝
号
を
唱
え
、
仏
を
礼
拝
し
た
と
い
う
点
で
、
そ
れ
が
不

断
念
仏

で
あ

つ
た
こ
と
は
、
前

の
定
秀
の
例
に
徴
し
て
も
明
ら
か
で
あ

ろ
う
。

四

不
断
念
仏
な
い
し
念
仏
三
味
が
、

一
方
に
お
い
て
、
極
楽
往
生
を
期

し
て
の
臨
終
行
儀
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
と
同
時
に
、
他
方
に
お
い
て

は
平
生

の
行
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。
入
道
乗
蓮
は
毎
日
の

「
講
説

(
1
0
)

之
後
、

必
修
二念
仏
三
昧
一」
し
て
い
た
し
、
入
道
寂
禅
も

「
念
仏
三

(
1
0
)

昧
、

日
夜
之
行
」
で
あ
つ
た
。

さ
ら
に
、
伊
予
国
法
楽
寺

の
尼
安
楽
は

「
出
家
之
後
、
廿
五
年
毎
日

(
1
1
)

所
作
、

弥
陀
名
号
五
万
遍
」
を
も
っ
て
常
の
勤
め
と
し
た
と
い
う
。
も

つ
と
も
、
こ
の
安
楽
尼
の
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
観
音
の
真
言
五
千

遍
、
光
明
真
言
千
遍
、
普
賢
の
十
願

の
名
三
百
遍
唱
え
る
こ
と
を
併
せ

行

つ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
天
台
首
樗
厳
院
の
教
真

は

「
只

以
二念
仏

(
1
2
)

六
万
遍
納
為
二毎
日
之
勤
こ

し
て
お
り
、
堀
河
天
皇
中
宮
の
侍
女
で
あ

(
1
3
)

る
下
野
母
尼
も

二

生
之
間
、

…
…
毎

日
念
仏
満
二
六
万
遍
ー」

つ
る
偏

修
念
仏
の
生
活
で
あ

つ
た
。

ま
た
、
天
台
の
隆
逞
は

「
早
捨
二顕
密
之
学

噛
偏
修
二往
生
之
行

毎

(
1
4
)

日
念
仏
十
二
万
遍
、
更
無
二
他
勤

こ

き
熱
心
さ
で
あ
り
、
永
観
に
い
た

つ
て
は

「奉
レ
唱
二弥
陀
宝
号

不
レ
知
二
幾
許

初
毎
日

一
万
遍
、
後
亦

六
万
遍
、
別
満
二
百
万
反
哺三
百
度
、
漸
及
二暮
年

舌
乾
喉
枯
、
只
事
二

(
1
5
)

観
念
一」
と
い
う
有
様
で
あ
つ
た
。

こ
の
よ
う
に
、

一
日

一
万
遍
か
ら
百
万
遍

に

及
ぶ
多
量

の
念
仏
行

は
、
隆
逞
の
項
に
明
記
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
平
生
の

「往
生
之
行
」
と

い
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
平
生
の
往
生
行

と
し
て
の
多
量
念
仏
の

行
も
ま
た
、
不
断
念
仏
の

一
形
態
で
あ
つ
た
と
理
解

さ
れ
る

の
で
あ

る
。す
な
わ
ち
、
樗
厳
院
の
沙
門
信
敬
の
項
に
は

「常
時
不
断
、
奉
レ唱
二

(
1
6
)

弥
陀
宝
号
こ

と
あ
つ
て
、
平
生
の
不
断
念
仏

が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、

念
西
比
丘
の
項
に
は
、
「念
仏
之
外
、
全
無
二
他

意

昼
夜

不
断
、
称
二

南
無
仏
画
以
二小
豆
一為
二其
数

已
及
三
一百
八

十
石
一云
々
、
…
…
命

(
1
7
)

終
之
夕
、
端
坐
向
レ
西
…
…
」

と
あ
つ
て
、
平

生
よ
り
、
西
方
弥
陀

の

浄
土

へ
の
往
生
を
期
す
る
こ
と
に
専
念
し
て
、
昼
夜
不
断
に
南
無
仏
と

称
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
昼
夜
不
断
に
続
け
ら
れ
た
念
仏

の
数
を
小
豆
で
も
つ
て
数
え
、
二
八
○
石
に
な

つ
た
と
い
う
の
で
あ
る

か
ら
、
彪
大
な
数
量
の
念
仏
行
で
あ

つ
た
こ
と
に
な
る
。
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た
だ

こ
こ
で
気
に
な
る
の
は

「昼
夜
不
断
、
称
二南
無
仏

ー」
と
あ
つ

て
、
弥

陀
の
宝
号
を
称
え
た
と
明
記
し
て

い
な

い
点
で
あ
る
。
し
か

し
、
久
し
く
台
嶺
に
住
し
て
い
た
沙
門
重
恰
に
関
す
る
記
事

の
中
に
は

「
自
二
大
治
二
年
三
月

至
二保
延
六
年
八
月
{
前
後
十
三
年
、

通
計
四

千
日
、
毎
日
唱
二弥
陀
宝
号

十
二
万
遍
、
以
二
小
豆
一為
二其
数

二
百

(
1
8
)

八
十
七
石
六
斗
」
と
あ
つ
て
、
そ
の
叙
述
が
よ
り
詳
細
に
な

つ
て
お
り
、

そ
の
唱
え
た
念
仏
の
数
は
念
西
の
二
八
○
石
に
匹
敵
す
る
二
八
七
石
六

斗
と
な

つ
て
お
り
、
し
か
も
、
そ
れ
は

一
日
十
二
万
遍
ず

つ
、
十
三
年

間
四
千

日
に
わ
た
つ
て
唱
え
ら
れ
た
も
の
と
し
て
い
る
。
し
か
も
、
こ

こ
で
は
弥
陀
の
宝
号
を
唱
え
た
と
明
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が

つ
て
、
念
西
の
場
合
に
も
、
「称
南
無
仏
」
の
仏
は
阿
弥
陀
仏

で
あ
る

と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
り
、

一
日
に
何
万
遍
も
唱
え
ね
ば
な
ら
な
い

関
係
か
ら
、
「南
無
阿
弥
陀
仏
」
を

「南
無
仏
」
と
短
縮
し
て
唱
え
た

と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

五

以
上

の
考
察
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
要
点
を
次
の
よ
う
に
ま
と

め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

不
断
念
仏
に
は

(
一
)
命
終
に
際
し
て
、
極
楽
往
生
を
期
し
て
行
わ
れ
る
、
臨
終
行
儀

と
し
て
の
そ
れ
、
と

(
二
)
平
生
よ
り
の
極
楽
往
生
の
行
業
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の

と
が
あ
り
、
命
終
に
際
し
て
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、

一
般
的
に
み
て

(
一
)
衆
僧
が
屈
請
さ
れ
、

 (
二
)
命
終
せ
ん
と
す
る
者

の
枕
前
に
て

行
わ
れ
る
。
そ
の
場
合

の
形
態

と
し
て

(
イ
)
阿
弥
陀
経
を
読
諦
し
、
阿
弥
陀
仏
を
礼
拝
し
な
が
ら
、
名
号
を

唱
え
る
も
の

(
ロ
)
礼
拝
と
名
号
を
唱
え
る
の
み

の
単
に
名
号
を
唱
え
る
の
み

の
三
つ
の
形
態
が
あ

つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
そ
の
勤
修
期
間
に
つ
い
て
は
、

一
日

・
三
日

・
七
日

・
二
十

一
日
と
ま
ち
ま
ち
で
、
必
ら
ず
し
も

一
定
し
て
い
な
い
。

次
に
、
平
生
よ
り
の
行
業
と
し
て
の
不
断
念
仏
に
つ
い
て
は
、
阿
弥

陀
仏
の
名
号
を
唱
え
る
、
そ
れ
も
少
し
で
も
多
く
の
名
号
を
唱
え
る
、

と
い
う
点
に
集
中
さ
れ
て
お
り
、

(
1
)
毎
日
五
万
遍

(安
楽
尼
)

(
2
)
毎
日
六
万
な
い
し
十
万
遍

(教
真
)

偶
毎
日
十
二
万
遍

(隆
逞

・
重
恰
)

(
4
)
時
に
百
万
遍

(永
観
)

な
ど
の
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
数
量
に
も
の
を
い
わ
せ
よ
う
と
す
る
念

仏
で
あ
る
。
☆

最
後
に
、
諸
往
生
伝
に
み
え
る
不
断
念
仏
は
、
「合
殺
」
と
同

一
曲

調
の
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
意
見
が
あ
る
の
で
、
そ
の
点
に
ふ
れ
て
お

不
断
念
仏
に

つ
い
て

(
奈

良
)
 

四

一
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不
断
念
仏

に

つ
い
て

(
奈

良
)
 

四
二

く
こ
と
に
し
た
い
。

不
断
念
仏
と
合
殺
と
が
同

一
曲
調
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
の

は
、
伊
藤
真
徹
氏
で
あ
る
が
、
そ
の
所
論
を
左
に
引
用
す
る
。

『
後
拾
遺
往
生
伝
』
巻
下
の
藤
原
為
隆

(
一
一
三
○
亡
)
は
、
「
数
日
病

悩
。
万
法
不
レ縁
。
遂
辞
二官
職

偏
勤
二仏
事
一
同
九
月
八
日
。
沐
浴

香
潔
。

出
家
受
戒
。
相
二接
僧
侶
一
。同
音
不
断
念
仏
合
殺
。

已
値
ニ善
知

識

一
。如
二平
生
願

一
。安
二住
正
念
一
。乍
レ
居
逝
嘉

(続
浄
六
・
一
二
三
)
と

あ
つ
て
、
不
断
念
仏
と
合
殺
が
併
記
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
両
者
は
共

に
曲
調
を
も
ち
、

そ
の
間
に
何
等
違
和
感
を
抱
か
し
め
る
も
の
で
は
な

い
。
菅
原
順
季

(
一
〇
九
九
亡
)
は
老
年
に
及
び
六
箇
年
、
「
禅
僧
三
人

許
。
念
仏
合
殺
之
声
。
常
聞
二耳
根
こ

と
訴
え
て
い
た
が
、
死
期
に
先

立

つ
こ
と
七
日
、
「
嘱
二僧
徒
一修
二念
仏
三
味
一
。行
二
法
華
繊

法
一
。其

第

七
日
結
願
啓
白
之
夕
。
自
他
合
声
念
仏
合
殺
。
其
体
如
レ
寝
。
寂
而
気

絶
」
(
同
上
・
一
二
七
)
と
あ
る
。
最
後
の
自
他
合
声
念
仏
は
念
仏
三
昧

(
1
9
)

と
同
じ
内
容
で
あ
つ
て
、
曲
調
あ
る
念
仏
で
あ

つ
た
。

右
の
所
論
に
お
い
て
は

『
後
拾
遺
往
生
伝
』
巻
下
に
み
え
る
、
藤
原

為
隆
と
菅
原
順
季
と
の
事
例
を
ふ
ま
え
て
立
論
し
て
い
る
が
、
特
に
問

題
と
な
る
の
は

「相
二
接
僧
侶
一
、同
音
不
断
念
仏
合
殺
」
「
自
他
合
声
念

仏
合
殺
」
の
箇
所
で
あ
る
。

伊
藤
真
徹
氏
は
、
前
者
を

「
僧
侶
に
相
接
し
て
、
同
音
の
不
断
念
仏

と
合
殺
と
を
な
す
」
と
読
ん
で
、
不
断
念
仏

と
合
殺

と
が
同
音

で
あ

る
、
と
理
解
し
、
後
者
に
関
し
て
は
、
「
(不
断
)
念
仏
と
合
殺
と
が
合

声
」
で
あ
り
、
「合
声
」
と
は

「
同
音
」
の
こ
と
で
あ
る
と
理
解

し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
前
者
の
場
合
は
、
そ
の

「同
音
」
は
不
断
念
仏
と
合
殺
と

が
同
音
で
は
な
く
て
、
屈
請
し
た
僧
侶
の
声

と
同
音
に
て
不
断
念
仏
を

な
し
、
ま
た
、
合
殺
を
な
し
た
と
読
む
べ
き

で
あ
り
、
後
者
の
場
合
の

「
合
声
」
も
、
自
他
合
声
、
す
な
わ
ち
、
屈
請

し
た
僧
侶
と
命
終
に
臨

ん
で
い
る
菅
原
順
季
と
が
声
を
合
わ
せ
て
不
断
念
仏
を
行
い
、
合
殺
を

行
つ
た
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
の
根
拠
と
し
て
、
あ
げ
た
い
の
は
、
前

に
み
た
備
中
国
新
山
別
所

の
定
秀
上
人
の
項
に
み
え
る
記
事
で
あ
る
。

承
保
三
年
三
月
二
日
、
嘱
二衆
僧
一
、一
日
夜
修
二不
断
念
仏
一
、念
仏

之
間
、
或
起
而
礼
拝
、
或
臥
而
合
掌
、
…
…
其

念
仏
之
終
、
結
願
之

後
、
更
令
下
二
諸
僧

一唱
中
合
殺
上
、自
持
二
香
炉

ー
、以
二
五
色
糸
一繋
二本
尊

手

一
、寄
レ
眼
謄
二尊
願
一
、動
レ唇
称
二
仏
号
ハ
漸
至
二
子
剋
一
、寂
而
入
滅
、

(
2
0
)

…
…
干
時
承
保
三
年
三
月
三
日
、
行
年
六
十
四

こ
こ
に
は
、
不
断
念
仏
と
合
殺
と
が
明
確

に
区
別
さ
れ
て
お
り
、
不

断
念
仏
が
終

つ
た
後
に
、
さ
ら
に
ま
た
合
殺
が
行
わ
れ
た
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

前
に
み
た
よ
う
に
、
不
断
念
仏
に
は
臨
終
行
儀
と
し
て
行
わ
れ
る
揚

合
と
、
平
生
よ
り
の
行
業
と
し
て
行
わ
れ
る
場
合
と
が
あ
り
、

と
く
に

平
生
よ
り
の
行
業
と
し
て
行
わ
れ
る
場
合
の
不
断
念
仏
は
、

一
日
に
少

な
い
場
合
で

一
万
遍
、
多
い
場
合
に
は
十
数
万
遍
か
ら
時
に
百
万
遍
に
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及

ぶ

と

い
う
、

彪

大

な

数

の
称

名

行

で
あ

つ
た
。

し
た

が

つ
て
、

南

無

阿

弥

陀

仏
を

略

し
て

「
南

無

仏

」

と
称

え

た

と
推

測

さ
れ

る
事

例

も

あ

る

ほ

ど

で
あ

つ
た
。

こ

の
よ
う

に

み

て

く

る

と
、

不
断

念

仏

が

合

殺

の
よ
う

に
曲

調

を

も

つ
て

唱

え

ら
れ

た
と

は
、

と
う

て

い
考

え

ら

れ

な

い
の

で

あ

る
。

曲

調

を

も

つ
た
不

断

念

仏

が
行

わ

れ

て

い
た

と
す

れ

ば
、

一
日
何

万

・
十

何

万

と

い

う
彪

大

な

遍
数

の
称

名

は

不

可
能

で
あ

る

と
考

え

る

か
ら

で
あ

る
。

1

『
璽
書
類
従
』
(
続
群
書
類
従
完
成
会

・
訂
正
三
版
)
第

五
輯
、

四
〇
三

頁
。

2

『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第

一
一
一
巻
、

四
六
七
頁
。

3

『
大
正
新

脩
大
蔵
経
』
第
四
六
巻
、

一
二
頁
。

4

『
続
璽
書

類
従
』
(
続
群
書
類
従
完
成
会
版
)

第

八
輯

上
、

三

一
五
頁
。

5

『
拾
遺
往

生
伝
』
巻
下

(
同
右
、

二
七
三
-

四
頁
)
。

6

『
箪
書
類
従
』
第
五
輯
、

四
〇
七
-
八
頁
。

7

同
右
、

四
〇

四
頁
。

8

注
5
に
同

じ
。

9

『
拾
遺
往

生
伝
』
巻
中
、

(『
続
渠
書
類
従
』

第
八
輯
上
、

二
五
〇
頁

)
。

10

同
右
、
巻

上

(
同
右
、

二
四
〇
頁
)
。

11

同
右
、
巻
下

(
同
右
、

二
八

一
頁
)
。

12

『
後
拾
遺
往
生
伝
』
巻
中

(
同

右
、

三

〇

四

頁
)
。
な

お

『
三
外

往

生

記
』

の
教
真

の
項

に
は

「
念
仏
為
レ
事
、

生
年

三
十
以
後
、

毎
月

二
介
度
、

必
修
二
百
万
遍
念
仏

ー
、以
為
二
往
生
極
楽
之
因

ー
、大
都

日
別
、

修
二
十

万

遍

念
仏

こ

(
『
続
璽
書
類
従
』
第
八
輯

上
、

三
三
七
頁
)

と

あ

つ

て
少

々
そ

の
内
容
を
異

に
し
て
い
る
。

13

同
右
、

巻

上

(同
右
、

二
九
二
頁
)
。

14

同
右
、

巻

上

(
同
右
、

二
九
六
頁
)
。

15

『
拾
遺
往
生
伝
』
巻
下

(
同
右
、

二
七
七
頁
)
。

16

『
三
外
往
生
記
』
(
同
右
、

三
四
二
頁
)
。

17

同
右

(
同
右
、

三
四
〇
頁
)
。

18

『
本
朝
新
修
往
生
伝
』
(
同
右
、

三

五
七
頁
)
。

19

『
平
安
浄
土
教
信
仰
史

の
研
究
』
昭
和
四
九
年

・
平

楽
寺

書

店
、

二

四

七
-
八
頁
。

20

注

5
に
同

じ
。

不
断
念
仏

に
つ
い
て
 
(
奈

良
)
 

四
三
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